

































































生糸輸入業者名 所在地(全てニューヨーク市内) 備 考
Bernstein & Co.
Caccianino, S.
Chabrieres, Morel & Co.




Feldstein, A. & Co.
Frazer & Co. of Japan (also Dealers)
Gerli E. & Co.
Grund, Ernst
Guerin & Fils
Guichard, A. & Co.






Jardine, Matheson & Co.
Morimura, Arai & Co.
Murray, Russell
Paladini, E. & Co.
Reimers, Otto & Co.
Robinson & Co.
Ryle, Wm. Co. (Importers and Dealers)
Takaki & Co.
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(出所) 業者名とその所在地はDavison’s Silk Trade, 5th Annual edition 1900, p.171. に拠る。
































































































































西陣まで運ぶ際に生糸荷 1 個を 1 梱と称し，その目方が 9 貫目(33.75キロ















でいた。従って，アメリカの絹織物製造業者が仮に“one deer, 10 bales”
(⽛鹿一頭⽜を10俵)といった形で注文を出したとしても，開明社はこの注文
にそのまま応じることはできなかったのである。








































































表 1 に登場する Vivanti Bros. of Japan は，ニューヨークで生糸輸入業務
を営んでいたが，これは横浜で日本産生糸を輸出していたヴィヴァンティ









































































あった一つの荷を覚えています(原文では I remember one, in particular,







































































































































































































































































































































































Crack Double Extra & Double Extra
Best Extra & Extra






























































( 1 ) 志賀(1932)第 2図。
( 2 ) 1879年 8 月15日付け新井系作・星野長太郎宛て新井領一郎書簡(加藤・阪
田・秋谷(1987)439頁)。
( 3 ) Duran(1913)p.136.
( 4 ) 学界で⽛製糸方法書⽜として知られている文書によれば，商標の意で
chop という単語を使用することは中国に由来する。
( 5 ) 紫藤(1909)99-100頁。
( 6 ) 中林(2003)168-182頁。
( 7 ) ⼨東国蚕業視察録⽞(郡是製糸株式会社調査課(1933)に所収)214頁。
( 8 ) 今井五介翁傳記刊行委員会(1949)33頁。石井(1972)228頁。
( 9 ) 1886年にグリフィン商会は同社の半年報において⽛実際，将来は 1俵が少
なくとも 1 ピクル［筆者注；100斤＝60キログラム］になると予想しなけれ
ばならないことは明らかである⽜と述べている(The Japan Weekly Mail, July
31, 1886, p.117.)。









(16) The American Silk Journal, Vol.19, No.6., June 1900,
(17) Twenty-ninth Annual Report of the Silk Association of America, May, 1901.
(18) The American Silk Journal, Vol.19, No.11, November 1900, pp.49-50.
(19) Davison’s Silk Trade, 5th Annual Edition 1900, p.125.
(20) 上山(1982)
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(27) Shito, Akira(1918)lThe problem of classification of raw silkz, Silk, Vol.11,
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2 単行本
A 邦文
石井寛治(1972)⽝日本蚕糸業史分析⽞東京大学出版会。
石井寛治(1994)⽝情報・通信の社会史⽞有斐閣。
今井五介翁傳記刊行委員会(1949)⽝今井五介翁傳⽞西ヶ原同窓会。
上山和雄(1983)⽛第一次大戦前における日本生糸の対米進出⽜⽝城西経済学会誌⽞
第19巻第 1号。
上山和雄(1988)⽛蚕糸業における中等糸生産体制の形成⽜(高村直助編⽝日露戦
後の日本経済⽞塙書房に所収。)
片倉製糸紡績株式会社考査課(1941)⽝片倉製糸紡績株式会社二十年誌⽞。
加藤隆・阪田安雄・秋谷紀男(1987)⽝日米生糸貿易史料⽞近藤出版社。
郡是製糸株式会社調査課(1933)⽝三丹蚕業郷土史⽞。
志賀寛(1932)⽝米国に於ける生糸の取引⽞。
紫藤章(1909)⽝米国絹業一班⽞生糸検査所。
中林真幸(2003)⽝近代資本主義の組織⽞東京大学出版会。
農林省蚕糸局(1963)⽝生糸検査制度の変遷(上)⽞。
農林省横浜生糸検査所(1959)⽝横浜生糸検査所六十年史⽞。
吉村定雄(1936)⽝最新輸出生糸検査法と其の取引⽞明文堂。
[謝辞] 拙稿の掲載を認めて下さった人間文化学会に感謝します。また投稿に際
し，編集ご担当の山本先生にお世話になりました。記して御礼申し上げ
ます。
アメリカ市場で日本産生糸はどのようにして取引されていたのか
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